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今月の模範作品

随
　

意
　

課
　

題

筆 ペ ン

伊奈　井坂　由美　掲示文の要素をすべて含
んだ作。余白の取り方が緻密で、漢字の多さ
を全く感じさせない。今月の白眉。
� 評　江口　春陽　

橋
本
　
多
田
登
志
子　

て
ら
い
な
く
シ
ン
プ
ル
に
ま

と
め
た
こ
と
で
練
度
あ
る
線
質
の
上
品
さ
が
際
立
つ

作
と
な
っ
た
。
見
事
。�

評　

黒
河
内
月
倫　

つけペンボールペン

狭山　山㟢　智子　骨格のしっかりした楷書体
に合わせた仮名書きがよく調和している。また、
行の中心を揃えた横への流れも自然で美しく、
大変垢抜けしている。� 評　森　　嶺雲　

規
　
定
　
課
　
題

横
浜
　
渡
辺
伊
勢
子
　
行
の
流
れ
よ
く
、
潤
渇
の
変
化
が
実
に

見
事
。
ペ
ン
の
開
閉
も
毛
筆
の
運
筆
の
ご
と
く
素
晴
ら
し
く
、

高
野
切
第
一
種
を
忠
実
に
表
現
し
た
。�

評　

福
原　

溪
春　

9月提出競書作品の写真版作品は、
9月25日よりホームページに掲載されます。
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今月の秀逸作品  規定課題・随意課題 

高
崎
　
橋
爪
　
清
美　

筆
勢
豊
か
で
躍
動
感
の
あ
る
線
質
で
、

行
間
の
響
き
良
く
、
気
力
の
充
実
し
た
作
品
。�（
黒
河
内
月
倫
）

香
桜
　
福
島
　
由
恵　

強
弱
を
生
か
し
た
線

質
が
素
晴
ら
し
い
。
連
綿
も
無
理
な
く
書
け

て
い
て
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
良

い
。�

（
奈
良　

孝
嬉
）

さ
ら
　
西
川
　
晶
子
　
気
脈
が
通
じ
た
引
き
締
っ
た
字
形
で
、
全
体
に

バ
ラ
ン
ス
の
よ
く
取
れ
た
洗
練
さ
れ
た
作
で
あ
る
。�

（
森　
　

嶺
雲
）

瑛
春
　
小
里
惠
美
子　

太
細
の
表
現
、
余

白
の
取
り
方
に
工
夫
が
見
ら
れ
、
鋒
先
の

効
い
た
文
字
が
凛
々
し
く
風
格
を
感
じ
る

見
事
な
掲
示
文
。�

（
佐
藤　

香
蓮
）

泉
汪
　
堀
越
　
淑
子　

力
み
の
な
い
文
字
に
、

行
間
の
余
白
の
バ
ラ
ン
ス
が
見
事
で
あ
る
。
氏

名
を
行
書
に
す
る
と
、
な
お
良
い
。

�

（
奈
良　

孝
嬉
）

福
南
　
赤
近
佐
和
子　

柔
ら
か
く
沈
着
な
線
が
美
し

い
。
穏
や
か
で
温
か
み
溢
れ
る
、
安
定
感
抜
群
の
秀

逸
作
。�

（
荒
谷
由
美
子
）

久
我
　
二
宮
佐
和
子　

ペ
ン
先
を
上
手
に
開
閉
さ
せ

て
書
か
れ
た
線
に
よ
る
奥
行
き
の
あ
る
文
字
表
現
が

素
晴
ら
し
い
。�

（
御
園
生
藍
珠
）

書
学
　
細
川
　
美
帆　

安
定
し
た

リ
ズ
ム
で
、
最
後
ま
で
丁
寧
に
書

か
れ
て
い
る
。
文
字
の
大
小
・
余

白
の
使
い
方
も
良
い
。

�

（
御
園
生
藍
珠
）

（　）内は選評執筆者です。

書学　伊藤　恵子　字形よく丁寧な運筆が光る。基本を
忠実に学んできた証。見事。� （江口　春陽）
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専攻コース
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専攻コース
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専攻コース
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基礎コース
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基礎コース
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基礎コース



28

基礎コース
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写経研究室

安
部
　
寿
子

竹
入
　
絹
代

鹿
島
　
栄
子

小
倉
理
津
子

宮
本
美
由
紀

堀
尾
　
敏
清

渡
邊
　
歌
子

横
田
　
啓
子

田
島
由
美
子

難
波
祐
見
子

小
山
田
美
恵

ク
ラ
ウ
ザ
ー
章
悠
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つけペン
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筆ペン

木村かおり

荒井利代子

安藤美川ゐ

清水さつき

松田しのぶ

中山まゆみ

猪　　直子伊藤　直子

鈴木　理桜

茂木　紗弥

鹿島　桂子井上　梨沙内藤　琴美

竹本　由香 三谷　恵子

後藤　祐加
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ボールペン


